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はじめに

比較文化研究所長 浅見良露

昨年度に比較文化研究所年報を発刊して、今年度で第2号になります。毎年前年度の比較文化研

究所の活勤状況を報告し、また多くの方々に比較文化研究所を知っていただく目的で発1:ﾘしており

ます。

比較文化研究所は、 1987年に設立以来、 2007年に20周年を迎えました。

設立当初は、文系学際大学院「比較文化研究科」を設置するための母体として、大学院比較文化研

究科の研究機能を受け持ち所員もまた、専任所員および大学院比絞文化研究科後期博士課程教員に

限られていましたが、近年は、大学での研究成果の地域や社会への還元が求められる中、 2006年度に

「筑後川流域圏の総合的研究」を、 2007年度に、文部科学省私学振興高度化事業である社会連挑研究

「筑後川流域圏における産学官民協働と地域コミュニテイ開発に関する研究～健康と生きがいのある

まちづくりを中心に～」をスタートさせ、比較文化研究所の研究成果の地域への還元さらには、久

留米大学と地域との連桃強化を図っております。

第2号は、 2008年度の活動状況をri!心に褐戦しております。本年報を通じて、比較文化研究所と地

域や社会との交流・連携がさらに広がることを期待します。

2009年12月
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比較文化研究所の概要

比較文化研究所は、 1987年に久留米大学付属の研究所として創設されました。

研究所の目的は、 「新しい学際的統合を基本理念として、文化の構造と機能に焦点を当てた総合的比

較文化研究を行うこと」 （比較文化研究所規程）であり、学問領域を超えて学際的な研究の推進を図る

ことを目指すものであります。

設立当初は文系学際大学院「比較文化研究科」を設澄するための母体として、大学直属の研究所

として設置されました。大学院比較文化研究科の研究機能を受け持つという性格上、専任所員及び大

学院|W士課稽1比較文化研究科後期課程の教員のみによって組織されており、研究所長もまた、比較文

化研究科委員長（当時、現在の比較文化研究科長にあたる）が兼任しておりました。

その後2001年において、研究所の組織が改正され、比較文化研究所に、大学での研究成果を地域や

社会へ還元するという役割が加わりました。それに伴って、組織も変更され、比較文化研究所所員も、

大学院担当教員をrl'心に、その他の希望する専任教員にまでその枠が広げられました。

まず、 2006年度より、研究成果の地元地域への還元を意図して地元である筑後川流域圏を対象地域

とした研究を行うというプロジェクト研究「筑後川流域圏の総合研究（大川研究)」を開始しました。

2006年度～2007年度においては、大川地域における研究が行われ、20()8年にその第1回の研究報告

書「大川市の地域研究」を発刊しました。また同時に、大川市における報告会も開催いたしました。

さらに、 2008年からは、研究対象地域を旧三潴郡に移して、 「筑後川流域圏の総合研究（三潴研究)」

さらに研究を進めております。この研究は2009年度までの2年計画で行い、 2009年度末には、研究

報告謀を発刊する予定です。

また、文部科学省が進めている私立大学学術研究高度化推進事業のなかで社会連携研究推進事業に、

比較文化研究所は大型研究プロジェクト「筑後川流域圏における産学官民協勵と地域コミュニティIIM

発に関する研究一健康生きがいのあるまちづくりを中心に一」 （代表保坂恵美子、研究分担者15名、

研究期間5年間）の申請が認められ、 2007年度からスタートしました。

いずれの研究事業も、比較文化研究所の研究成果の地域への還元、 さらには久留米大学と地域と

の連携強化を図るものであります。平成20年度においては、次のような組織・体制となっております。

組織体制

所 長

専任所員

浅見良露（経済学部教授と兼任）

森醇一朗（教授）

行實鉄平（識師）

鈴木贋

77名（専任所員2名(上記)、

客員教授1名(上記)、

客員教授

所 員
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比較文化研究所年制 鰯2号平成21年12月

大学院比較文化研究科後期博士課程の教員29名、

大学院心理学研究科後期博士課程の教員7名、

任意に加入する助教以上の教員38名）

1名

35名

特別研究員

研究員

専任所員は、識師以上の教員となり、任期制をとっております。

所員は専任所員大学院比較文化研究科後期博士課程の教員のほか、大学院心理学研究科後期博

士課程の教員および任意に加入する助教以上の教員により構成されています。

研究体制としては、 「研究部会」を置き、各研究部会長が研究活動の中心として研究活動をリードし

ています。2008年度における研究部会は以下の通りです。また各研究部会の研究活動を次項以下に

示します。

l)欧州研究部会（部会長児玉昌巳教授）

2）健康文化研究部会（部会長吉水浩教授）

3）外国語教育研究部会（部会長李偉講師）

4）福祉コミュニティ研究部会（部会長保坂恵美子教授）

5）民率法研究部会（部会長東孝行教授）

6）文化財保存科学研究部会（部会長狩野啓子教授）

7）地域博物館研究部会（部会長森醇一朗教授）

8）地域社会・文化・経済研究部会（部会長大矢野栄次教授）

研究員は、後期博士課程を修了した者が、その後も研究を続け、博士の学位論文の作成を目指すと

いうものです。2008年度は、 35名の研究員が在繍しており、指導教員の指導の下、各自の専門分野

の研究を行っています。

議決

比較文化研究所における議決組織として、主として次の2つの瀧決組織があります。

運営会議：所長専任所員研究部会長所員の代表からなる組織で、 2008年度は合わせて16名

の運営委員で櫛成されています。研究所の運営に関する中心的な議決機関となります。

研究所会議；所長専任所員所員全員からなる組織で、規程運営方針、予算、人事等に関する

決定を行います。

また、学部などとの必要な連絡調盤を図り、研究所の円滑な運営を期するため、研究所協議会が置

かれています。協議会は、所長、学部長、専任所員の教授を含む所員の教授5名によって組織されて

います。

おもな活動

比較文化研究所の活動は、研究部会の活動および研究所の活動に分かれます。

本年度の活動については次項以下を参照ください。

－3－
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研究成果の公表

『比較文化研究』

研究所の紀要として『比較文化研究所紀要』第1鯛を1987年に発行しましたが、その後1993年発

行の第14紺からは『比較文化研究』と紀要名を改称しています。毎年2輯ずつ刊行していますが、

2008年度は投稿数が少なかったため第42輯と第43輯の合併号となりました。第42．43輯(合併号)の

目次は以下の通りです。

『比較文化研究』

研究ノート

研究活動報告

第42．43輯(2010年3月発行）

吉田洋一「龍井南冥年譜考」pp.1-24

保坂恵美子「健康生きがいのあるまちづくり(ゆにばひろば)」における参加者の意

識についてpp.25-53

張国興「東アジアの貿易・投資・安保関連日誌-2008年1月～6月一」pp､55116盗料

各研究部会等の研究成果の公表

また、各研究部会などにおいても出版物をはじめとする研究成果の発表が行われておりますが、そ

れらの成果については、各研究部会等の報告(後述)をご参照ください。

さらに、研究員については、平成18年度から、年度末の2月に、研究員研究発表会を行い、その年

度における研究成果の発表が行われています。

『比較文化研究所年報』の刊行

比較文化研究所における1年間の研究成果の報告および比較文化研究所の学外への周知を目的に、

2008年度（2007年度の報告）より刊行を開始した。

筑後川流域圏の総合研究(三潴研究）

久留米大学は、筑後川流域圏の中央部に位砿するが、久留米大学の位置する筑後川流域圏を研究し、

さらにその成果を地域に還元しようとするものである。本研究は2006年度より開始している。現下の

ところ、下流域から上流域へ2年単位で研究を進めている。2006～2007年度においては、筑後川河

口付近の大川市を中心とした地域を対象とし、 2007年度末に『大川地域研究』を刊行した。2008年

度は、研究対象地域を、筑後川を少しさかのぼった|ﾛ三潴郡（久留米市三潴町、久留米市城島IIIy、三

潴郡大木町）を！↑i心とした地域を対象に、研究を進めている。2009年度末に、その成果をとりまとめ、

報告書を刊行する予定である（詳細は別項参照)。

社会連携研究「筑後川流域圏における産学官民協働と地域コミュニティ開発に関する研究～健

康生きがいのあるまちづくりを中心に～」

大学と地域社会との連携を目的として、 2007年度より、文部科学省の助成事業としてスタート、

2008年度においては、 「健康」 「生きがい」 「ライフスタイル」をテーマとし、各世代を通じた交流研

究を行い、 「子ども・子育て」をテーマとした「ゆにばひろば」を実施した。 （詳細は別項参照)．

－4－
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活動報告

1 研究部会報告

1）欧州研究部会

2008年度欧州部会は以下の要領で、 3名の講演者を招き、大学と本学アクロス福岡サテライト教室

において、公開の識演会を実施した。

なお、パリ政治学院のクリスチャンルケンヌ教授については、西日本新聞が08年5月23日付で、同

社井手記者が、講演当日、インタビューし、 クリスチャンルケンヌ教授の講演の様子を写真入りで、

少し遅れて、掲載した。

第1回

淋 師:ChristianLe[luesncクリスチャン・ルケンヌ博士

（パリ政治学院・ロンドン大学経済学部教授）

減 題: ｢EUの拡大と国際的な影響」

通訳八谷まち子（ﾉL州大学准教授）

司会児玉昌己（久留米大学法学部国際政治学科教授）

日 時；2008年4月17日木曜日 13時～15時（内質疑応答30分）

会 場：久留米大学福岡サテライト

（福岡県福岡市中央区天神1-1-1束オフィス5隅）

第2回

日 時：平成20年7月19日（土)、午後3時30分より5時

場 所: 112番教室(100号館一階）

識演題目;D.H.ロレンス： 「関係性」の文学

識演者：鈴木俊次愛知学院大学教授

洲演者I略歴： 1946年生まれ。名占屋大学大学院博士課程満期退学後、天理大学金沢大学を経て、現

在愛知学院大学文学部教授。著書に『キーワードで読むロレンスー関係性の視点から』

（鷹書房、 2007)、編著に『D.Hロレンスとモダニズムの作家たち』 （英宝社、 2003)、

『第1次大戦とイギリス文学一ヒロイズムの喪失』 （世界思想社、 2006）などがある。

第1回日本英文学会新人賞授賞（1978年。授賞論文「D.H.ロレンスの海一初期と後期

の詩に探る｣)。現在、 日本ロレンス協会の会長。

識演要旨：ロレンス文学にとって「アダムとイヴ」の関係、 さらには、 「人と宇宙（ユニバース)」の

「関係性」が極めて重要である。第一次大戦を経たロレンスにとって「創造」と「破壊」

の相対立する要素の微妙な関係性を小説作品で描くことが必然であったことを、当時のエッ

－5－
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セイ「トマス・ハーディ研究」と『虹』や『恋する女たち』との関わりの中で明らかにす

る。

第3回

講 師：梅津資（同志社大学法学部教授）

講減者略歴： 1940年生まれ

1967年同志社大学大学院法学研究科修了

現在同志社大学法学部教授

主要著書： 『新版：比較・選挙政治』 （共著）ミネルヴァ書房2004年

『政治腐敗からの再生』 （共編著）成文堂2008年

その他、論文多数

"i''l分野：現代イギリス政治史・議会政治論

題： 「二院制か、一院制か？～イギリス瀧会の経験を通して考える」

司会児玉昌己（久留米大学法学部国際政治学科教授）

時：2009年1月30日金曜日 15時～17時（内質疑応答含）

場：久留米大学福岡サテライト

（福岡県福岡市｢|!央区天神l-1-1束オフィス5階）
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の
ね
久
鮒
米
大
挙
比
較
翼
化
研
究
賑
の
附
き
で
脇
剛
剛
を
畑

れ
だ
パ
リ
餓
飾
挙
晦
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ル
ヶ
ン
ヌ
教
授
に
”
い
魚
（
麺
鋼
セ
ン
タ
！
井
手
季
彦
）

バ
リ
政
池
驚
蔦
（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
ヶ
ン
ヌ
さ
ん

鶏
謙
雲

な
い
触
純
労
働
者
○
而
薩
印
の

景
昂
が
悪
く
な
る
と
、
社
会
問

題
の
密
伽
に
な
る
可
捕
惟
も
は

ら
ん
で
い
る
』

Ｉ
労
働
力
に
つ
い
て
は
域
外

か
ら
の
稗
民
の
陶
現
も
あ
る
。

『
鋤
噂
＊
が
不
地
し
て
い
る

ス
ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ
ア
は
、
ア

フ
リ
カ
な
ど
か
ら
の
不
法
移
民

奄
羅
鯉
化
ｒ
る
柵
剛
潅
と
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
や

蓋
咽

」

ド
イ
ツ
は
厳
し
く
取
り
締
ま
つ
－
１
１
－め

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
配
Ｕ
域

内
で
は
｝
つ
の
国
で
躯
鯉
化
さ

れ
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
自
由
に

認

げ
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
矛

履
が
雑
じ
て
い
る
。
《
お
代
ど

の
国
も
拭
癒
の
あ
る
樹
の
鹿
い

差

労
働
力
は
欲
し
い
わ
け
で
、
そ

の
た
め
に
は
、
画
の
商
い
敬
商

の

缶
外
園
人
に
蝿
供
す
る
画
境
甕

痘
え
る
こ
と
鐘
・
そ
う
す
れ
ば

皀
猛
と
い
い
人
材
ば
難
ま
る
。

国

人
口
が
滅
少
す
る
日
本
も
移
民

間
翅
は
迦
け
て
麺
れ
な
い
は
ず

だ
が
、
数
青
こ
そ
か
ぎ
だ
」

各

Ｉ
リ
ス
ボ
ン
条
約
が
発
効
す

狐
は
、
何
が
亜
わ
る
の
か
。

「
Ｅ
Ｕ
大
錘
鋼
塞
榔
入
す
る

こ
と
で
、
米
大
続
領
な
ど
と
丘

角
の
醐
塀
が
唾
生
ず
る
こ
と

は
大
酎
い
、
さ
ら
に
、
こ
れ
理

平

一

l嘩平、フランス.化璽雛マルヌ畷生
まれ・等'11は欧州廸殴．ストラスプー
ル政治学院やベルギーの欧州大学院大
雀姫て、パリ敵泊学院敏授。2叩I叩か
らロンIざン大零囚軟投も務める，

和構築
で
採
油
で
全
全
一
敏
の
厨
成
が

必
叫
だ
っ
た
懇
昨
に
、
多
欧
拠

畑
が
多
く
騨
入
さ
れ
、
政
顕
鯉

定
の
迅
理
化
が
可
能
に
な
る
」

１
肘
Ｕ
鰺
今
倹
、
さ
ら
に
砿

火
し
て
い
く
の
か
り

侭
に
ク
ロ
ァ
チ
ァ
と
加
腿

窪
沙
に
入
っ
て
お
り
、
応
牢
内

に
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
、
ポ
ス
ニ
ア
、
そ
し
て
鋏
砿

置
罰
し
た
コ
ソ
ポ
と
い
っ
た
脚

が
加
鯏
叩
剛
す
る
罐
ろ
う
◇
こ

れ
ら
の
バ
ル
カ
ン
加
国
は
今
は

不
蛮
定
疋
が
、
卯
皿
登
目
掘
す

こ
と
で
民
奉
圭
謡
幾
行
き
超
ら

せ
、
滕
添
心
祁
恢
化
富
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
一
方
１
脚
畝
す

れ
ば
ド
イ
ツ
に
次
ぐ
人
画
を
締

つ
ト
ル
コ
と
⑨
罪
沙
し
て
い
る

が
、
耗
的
の
、
内
臓
瓢
と
む
鍋

み
、
め
ど
は
唾
っ
て
い
な
ど

Ｉ
砿
大
は
欧
州
に
と
っ
て
ど

ん
な
廓
覇
が
あ
る
の
か
．

「
侭
Ｕ
の
原
点
は
塵
茨
大

戦
賎
の
ド
イ
ツ
ど
フ
ラ
ン
ス
の

和
解
に
あ
り
、
率
和
こ
そ
鯏
一

の
Ⅲ
叩
そ
の
庫
鵬
で
拡
大
は

欧
州
の
安
定
毛
よ
り
如
閲
に
す

る
方
鯛
だ
。
一
方
、
い
ろ
ん
な

駅
処
や
文
化
を
綿
つ
胸
が
入
れ

ば
、
欧
州
が
一
体
化
し
た
遡

邦
”
剛
識
は
蝿
し
く
な
る
。
硬

定
す
る
が
、
一
体
化
か
ら
は
浬

さ
か
も
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
だ
②

こ
の
問
題
の
解
渋
に
は
Ｅ
Ｕ
内

に
簿
箇
鱈
を
設
け
る
こ
こ
し

か
な
い
と
忠
司
多
慨
な
噸
灰

に
つ
い
て
、
参
加
す
る
頭
と
参

加
し
な
い
国
を
認
め
る
の
鐸
、

現
状
で
も
通
瞳
ユ
ー
ロ
藍
瀝
川

し
て
い
る
の
睡
半
散
以
下
の
卜

邑
力
屑
だ
。
た
だ
、
巷
圃
の
揺

篭
鶴
め
る
こ
と
で
一
暗
闘
、
二

侭
卿
と
恥
っ
た
慰
庫
が
姫
寂
れ

る
こ
ど
超
妙
は
砿
駆
し
た
い
』

西日本新聞09．5．23
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2）外国語教育研究部会

外国語教育研究部会は、外国語教育のバックグランドの人間教育をモットーに、毎年外国語語学、

文学と教育のみならず、その周辺分野の異文化コミュニケーション、異文化理解人間関係などI幅広

い課題を取り上げ、専門的な研究者を講師に、教員及び地域住民を対象にした講演会を実施している。

2008年度は、上述した視点から持続可能な社会と学校教育をテーマとする講演会を実施した。識師

として聖心女子大学の永田佳之先生にお願いした。参加者は本学教員及び学外計15名であった。

演 題：持続可能な社会と学校教育:ESDを通した教育の捉え直し

講演者息永田佳之（聖心女子大学教育学科）

日 時：平成20年10月4日土曜日14:00～17 :00

場 所：久留米大学御井キヤンパスメデイアセンター6F第2AV教室

識演内容：

育

育多文イ

出典:ESD-Jリーフレット(2007)

2005年から日本の市民と政府の提唱により、国連「持続可能な開発のための教育」 (ESD)の10年

がはじまり、欧州やアジア各地で持続可能な未来に向けた教育実践が生まれている。ESDは従来の環

境教育とは異なり、 自然環境のみならず、社会や経済とのくつながり〉の再考をも迫る新たな概念で、

私たち市民一人ひとりのチャレンジであると言える。識演では、ESDが誕生した背景やその思想、各

国の現状や課題を伝え、またイギリスや中国でのESDの実践校を写真を交えて紹介した。さらにアク

ティブテイを通して、従来の学校教育のあり方を改めて問い直す機会にできた。

講浪者は、 2008年ラオスとタイ、パラオ、バングラデシュ、モンゴルのESD実践を調査し、アジ

アの人々の声を集めてきた。その成果やアジアの最新事情も紹介した。

（文責李朧）
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3）健康文化部会

健康文化部会は、これまで毎年健康の保持・増進健康づくりおよびスポーツ活動や競技力向上に

関する身近な課題を取り上げ、専門的な研究者を識師にして、教職員・学生および地域住民を対象に

した公開講演会を実施してきた。

2008年度は、上述の観点から近年受療率が毎年増加傾向にある高血圧を取り上げ、その予防・改善

のためのメカニズムおよび定期的な運動が果たす効果に関する識演、および高齢者の運動の実施と継

続に関する留意点をテーマとした公開講演会を実施する計画であったが、予定した識師との日程の調

整がつかず残念ながら実施できなかった。

2009年度からはこれまでの公開誹淡会に替わって、久留米や九州の地域を中心とした広範囲に渡っ

た医学・医療の定着・発展に閏する歴史的背景について、資料の収集や分析による研究活動を実行す

ることになっている。

（文責吉水浩）

4）地域博物館研究部会

《活動報告》

部会を発足させて3年目となり、 当初計画の博物館建設基本椛想（案）のとりまとめを行い、比較

文化研究所運営委員会に提案し所員会議に報告をした。さらに、次の段階の基本計画の策定のため、

九州の地域博物館の現状調査と医系博物館の展示の実態訓査、既存施設の博物館への再利用と展示手

法の現状調査を実施した。

《久留米大学総合ミュージアム建設基本構想一案一》

久留米大学を取り巻く今円的社会環境の変化の1:I!で、九州の道州制導入に向けた将来展望の必要性

から九州・沖繩8県を視野に入れた広報活動の強化や、中国と韓国をはじめとするアジアからの留学

生の受け入れの促進は、多くの大学に課せられた問題でもある。とくに地域に密着して展開する大学

においては地域文化の掘り起こしとその継続は大学のもう一つの課せられた役割でもある。

そこで、 これらの課題の方策の手段として、オープンキャンバスの常設化による大学情報の発信と、

寄贈・寄託資料の受け入れや学内の研究成果の集約による積極的な文化広報活動の導入のため、文系

博物館と医系博物館を整備し、データーバンクとしての博物館の構築と創造的人材育成のために、久

留米大学総合ミュージアムの設置計画を試みる必要がある。その基本的理念を「博物館を手段として

文化広報活動の横築による久留米大学の九州及びアジア戦略」とし、御井キャンパスに文系博物館を

旭町キャンパスに医系博物館を設世して久留米大学総合ミュージアムを椛築する。

文系博物館には、久留米大学の過去の歴史と今日の成果の現状と将来の展望を集約した開学80周年

記念館」や、九州各県の博物館の現状とその時々の博物館・美術館の活動の情報を提供する「九州の

博物館等情報館」九州が置かれている地理的環境から文化の影響が大きかった中国大陸と朝鮮半島の

文化の影響を比較した「比較文化研究館｣、筑後川が作りあげた特色ある文化と風土を集約した「筑後

川流域博物館｣、寄贈・寄託された資料や美術品及び九州一円の若手芸術家の育成のための作品公開の
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場である「久留米大学ギャラリー館」等が考えられる。

医系博物館には、先史時代から今日に雫る人々の生命に関係する多くの営みと久留米大学医学部の

開設時から現在までの発展過程を追った「生命の科学館」と、現在開設されている医学部の教育内容

を解説した「医学部講座科目館｣、併設されている付属病院に構成されている診療内容を示す「付属病

院診療科目館｣、 日進月歩の医学界において久留米大学が取り組んでいる最新の医科学的技術と治療技

術の開発の現状を示す「先端医学館｣、 日頃の健雄維持とスポーツとの関わりの実際の体験が可能な「健

康とスポーツ科学館」等の構成が考えられる。

《調査及び視察》

･九州の地域博物鮒の現状調査

宮崎県北部に所在する高千穂町立歴史民俗資料館（コミュニティーセンター)、竹の資料館、延岡市

立内藤記念館（民俗資料展示室)、西郷隆朧宿陣跡資料館、 日向市立歴史民俗資料館（美々津まちなみ

センター)、若山牧水記念館、南郷村韓の鮴椎葉民俗芸能|#物館（椎葉村歴史民俗資料館、椎葉焼畑

資料館)、沖縄県平和祈念館、ひめゆり平和記念資料館、沖純美ら海水族館、今帰仁村歴史文化センター

等の施設と展示について、調査と視察を実施した。

とくに椎葉民俗芸能博物館は、九州産地の四季の生活とその時々に減じられる素朴な民俗芸能を、

系統だった資料の収集と分類から展示が樅成されており、学芸員の資料の収集能力と解析能力を如実

にものがたる博物館で、博物館としての巾規模程度であるが、ここから発信される地域の情報量は大

きく優れており、九州の地方博物館を代表する施設といえる。今帰仁村歴史文化センターは世界歴史

遺産に指定されている沖細グスクの一・つの今帰仁城の整城口に建設されているサイトミュージアムで、

グスクからの出土品と地域に残されている生活道具である民俗資料から構成されている。この歴史文

化センターには年間約30万人の入館者があっており、沖縄を代表するグスクと年間300万人をこえる

入場者のある美ら海水族館が近接する地理的条件は、見逃すことはできない。

医系博物館の展示の実態調査

川崎医科大学付属現代医学教育博物館、北里大学付属北里柴三郎記念室愛知雌康ランド（健康開

発館・健康情報館・健康科学館)、名古屋市科学館、愛知県歯科医師会歯の博物館等の施設と展示手法

の洲査と視察を実施し医系僻物館の基本織想策定の参考とした。

岡山県倉敷市に所在する川崎医科大学付属現代医学教育博物館には、比較文化研究所長他4名で視

察した。医学関係の標本資料を多く所蔵している医系|#物館として北海道の札幌医科大学と共に知ら

れており、標本作製から展示まで大学独自で実施され、その充実した陣容は今後開設される医系博物

館には参考になる。現代医学教育博物館の設立の目的として「医学教育の基本は、教師の充実した識

義と学生の自発的読瀞にあることは今も昔も変わりません。しかし現代の若人たちは、幼い頃から

テレビ・漫画に馴染んで育ち、その大きな影響を受けています。これらの現実を踏まえ、画像に憤れ

親しんだ現代の学生たちが学習しやすいように、豊富な実物標本と視聴覚教材を揃えた、 〈第2の実物

図諜館>、 〈動きを見る図誹館〉とも言うべき現代医学教育lW物館を建設しました」とうたっている。
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その施設の構成は1階が工作蛍材エリアで展示資料作製の中心部で、ここで作製された展示品が2階

の一般に公開されている健康教育博物館と3階と4階の学生のための学習フロアーで公開される。

単科の医系博物館は多く存在するが総合的な医系博物館は少なく、川崎医科大学現代医学教育博物

館は大変参考になる博物館といえる。健康とスポーツの視点から、健康開発館と健康情報館と健康科

学館から構成されている「あいち健康プラザ」は参考となろう。

既存施設の博物館への再利用と展示手法の現状調査

国立科学博物館、東京大学総合研究博物館（小石川分館）の調査を行い、既存施設の博物館への再

利用と限定された展示面彼での展示手法の実際の視察を行なった。

（文責森醗一郎）

5）福祉コミュニティ研究部会

平成20年度福祉コミュニテイ研究部会では、以下の2つの研究・活動課題に取り組んだ。

研究・活動課題名

I .久留米市における子ども・子育て支援マップの制作研究活動

Ⅱ、絵本こうらさんものがたり『こうごいしはみてござる』の制作研究活動

以下に、この2つの研究・活動課題の成果についてまとめる。

I .久留米市における子ども・子育て支援マップの制作研究活動

1 目的

本研究では、子どもが健康に育つ社会、子どもを生み、育てることに喜びを感じることのできる社

会を目指すべく、久留米市における子ども・子育てに関する社会資源に関する実態調査を行い、幼子

を養育する地域住民が活用できる支援マップを作成することを圃的とした。

研究委員

保坂恵美子 久留米大学文学部教授（研究委員長）

大西良 久留米大学文学部助教（研究委員長補佐）

ボドリヤクナダリヤ 久留米大学大学院比較文化研究科学生（研究委員）

許 莉分 久留米大学大学院比較文化研究科学生（研究委員）

藤島法仁 久留米大学大学院比較文化研究科学生（研究委員）

2

3研究委員会開催日

平成20年6月23日（月） 第1回研究委員会研究計画の検討
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第2回研究委員会

第3回研究委員会

第4同研究委員会

第5回研究委員会

第6回研究委員会

第7回研究委員会

第8回研究委員会

第9回研究委員会

手続きの検討平成20年7月14日

平成20年8月4日

平成20年9月29日

平成20年10月13日

平成20年10月27日

平成20年11月10日

平成20年11月24日

平成20年12月15日

研究スケジュール

研究報告①

研究報告②

研究報告③

研究報告④

研究報告⑤

研究報告⑥

研究のまとめ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

月
月
月
月
月
月
月
月

く
く
く
く
く
く
ｌ
く

4まとめ

久留米市における子ども・子育てに関する実態洲査を実施した。その結果を踏まえ、 『久留米市子ど

も・子育て支援マップ』をほぼ完成させた。今後は、関係機関および団体等に配布する予定である。

Ⅱ、絵本こうらさんはみてござる『こうごいしはみてござる』の作成研究活動

1 目的

地域の歴史や文化に対する理解を深め、家族や地域の絆を深め、子どもたちの地域アイデンティティ

形成の一助とするため、地域に伝わる民話を素材にした絵本を作成し、絵本の読み聞かせを通じて~『

育て支援や地域文化の伝承活動を行うことを目的とする。

編集委員

浅見良露

保坂恵美子

大矢野栄次

川野栄美子

近藤日子

竹間高應

岩坂浩子

2

久留米大学比較文化研究所長（編集委員）

久留米大学文学部教授（編集委員長）

久留米大学経済学部教授（編集委員）

ブッククラブ大川、久留米大学比較文化研究所研究員（作詩）

西部水彩画協会会員（絵）

高良大社宮司（編集委員）

ゆにばひろば事務局員

編集委員会開催日

平成20年10月24日

平成20年11月3日

平成20年11月16日

平成20年12月19日

平成21年1月24日

平成21年2月12日

平成21年2月23日

3

編集委員会事前打ち合わせ・編集委員について

館1回編集委員会発会式基本方針と内容の検討

第2回編集委員会作詩第1回目の検討

第3回編集委員会作詩第2回目の検討

第4回編集委員会作詩第3回目の検討

第5回編集委員会絵第1回目の検討

第6回編集委員会絵第2回目の検討

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

金
月
日
金
土
木
月

く
く
く
く
く
く
く
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平成21年3月13日（金）第7回編集委員会作詩第4回目・絵第3回目の検討

4まとめ

平成21年度の“ゆにばひろば”の特別企画、 こうらさんものがたり『こうごいしはみてござる』の
絵本の編集をほぼ完了した。

（文責保坂恵美子）

6）文化財保存科学研究部会

平成20年度文化財保存科学研究部会では、以~ドのような活動を行ったので報告する。また、その成

果は各学会等での発表をおこなった。本報告では、その中でも5月17･ 18日に行われた文化財保存修
復学会第30回記念大会の資料を提示する。

(1)2008年度活動記録（部会員は氏名のみ）

4月文化財保存修復学会第30回記念大会で、研究部会の研究成果を発表することが決定され、準備

を開始した。口頭発表は、上宮健吉・狩野啓子・堂前亮平の連名。ボスター発表は、狩野啓子・

上宮健吉・宮原信孝の連名で行うことに決定。発表用ボスターの描成と印刷は原口雅浩が担当。

4月11～19日松枝哲哉氏が、東京の和光並木館において柵l展「筑後の風を織る」を開催。その' | 1で

プロジェクトチームが開発したクララ和紙を一部使用した紙布も夏帯として展示された。

5月16日防虫和紙プロジェクトの解説を上宮健吉が文化財保存修復学会エクスカーションで行う。

（松枝哲哉氏の工房藍生庵にて）

5月17･ 18日文化財保存修復学会第30回記念大会が太宰府市でIIM催された。ボスター発表は、 2日

間九州国立博物館のエントランスホールで実施。口頭発表は、 18円に太宰府市中央公民館で上

宮腱吉が代表して行った。口頭発表「保存用記録紙として防虫効果の高いクララ和紙について」

（上宮健吉・狩野啓子・堂前亮平)。ボスター発表「化学薬剤を用いない防虫保存用品の開発」

（狩野啓子・上宮健吉・宮原信孝)‘，

6月19日部会研究会。株式会社長沼の長沼氏林原研究所の福田センター長が来訪。御井図諜館3

F筑後文化資料室作業室で、研究会と懇談会を実施。桑野剛一が、藍菌研究についてのプレゼ

ンテーションを行った。林原研究所における藍研究についての福田氏のプレゼンテーションも

聴講。その後、藍生庵訪問に同行した。

6月27日上宮、八女伝統工芸館に赴き、中原稔彦氏からクララ和紙を受領。

7月2 ．8口上宮、福岡の中野三敏氏宅で研究材料の収集。

7月12･ 13日阿蘇白水の下砿牧野組合に依頼して、牧場内のクララを10名で採取。溝田俊和氏、試

作川に持ち帰る。松枝哲哉氏・小夜子氏木綿布のクララ染め実験に取りかかる。

8月1日部会研究会

上宮に九州国立博物館より客員研究員の依嘱。 （2008年8月1日～2010年7月31日）

「文化財害虫の飼育、観察、記録をとおして生態を把握する」ことが依嘱の目的である。

上宮（研究所特別研究員）に、比較文化研究所会議室横の別室の使用が許可された。

9月5 ．6日狩野がソウルの韓国国立古宮博物館で開催された束アジア紙文化財保存修理シンポジ

ウムに参加。

－12－



Wt21年12月 比鮫文化研究所年報 第2簿

9月18日上宮がクララとキハダの本格的抽出を開始、分子生命研の大沼雅明氏の協力。その他に百

部根、イチョウ葉エキスなどの煮熟による抽出も行う。

10月7日部会研究会。 「ブックオカ」の記事掲載のため、 3名のスタッフが研究会の前に上宮を取材。

10月28日 「ブックオカ」 （西日本新IMI)の「必殺ブック仕事人1 四天王伝説」に下記のタイトル

付きの記事が掲載された。

・虫に食われぬ長寿紙をつくる「本の虫」王。上宮健吉さん

・キングの名言「紙を瞳せぱ、文化が遣る」

・害虫・シバンムシによって失われた古文識や書物は数知れず。

・紙メディアで次世代に文化を伝える夢はクララ和紙に託される。

11月4日久大エンタープライズと打合せ。部会より「筑後優品（仮称)」の提案。

11月30日部会研究会で八女・田主丸方面見学会を実施。

八女の溝田和紙とクララ栽培の近藤氏、田主丸の松枝氏（藍生庵）を中心に、ビデオ撮影を行

いながら、見学。

12月9日筑後文化資料室作業室を400号館3階に移動。和紙・保存布・保存箱関係の資料は、この

作業室に保管。

12月23日筑後優品の椛想に着手。

松枝工房ほか瀧田和紙松延工芸服部提灯などの製品が、現時点での候補。

漆塗り、竹細工、彫金、彫刻なども今後検討。

2009年

2月12日狩野が久留米市長を訪問。プロジェクトの内容を説明。

2月14日部会研究会

桑野・大沼・上宮・狩野発表

2月19日狩野が大英僻物館修復部平山スタジオを訪問。矢野英子外国語教育研究所講師が英語通訳

として協力（2月26日のクイリナーレ訪問まで)。

2月20日 レデイング大学(ReadingUniversity)を訪問．

EU諸国で展開された大型プロジェクトSPINDIGOのリーダーであるフィリップ・ジョン教授

(PhilipJohn)を訪問。

2月25日バチカン美術館修復部紙部門を訪問。

2月26日イタリア国立修復中央研究所(InstitutoCentralcperllRestrauro)を訪問。

2月26日 クイリナーレ(Quil･inale旧王宮現大統領官邸）美術室を訪問。

2月26日ローマ大学を訪問。

3月2日筑紫野市民大学で狩野が「ローマで見てきたこと」と題して、バチカン美術館やローマ国

立修復研究所訪問の経験について講演。

3月15日九州国立博物館で久留米大学比較文化研究所文化財保存科学研究部会・九州ミユージアム

IPM研究会第3回合同研究会を開催。

3月19日狩野が松枝哲哉氏の案内で、大木町の松枝家を訪問。松枝氏の両親にインタビュー。教育

学習支援センターの酒井さん同行。その後「藍生庵」を訪問。

3月28日狩野が釜山大学伝統服飾研究所を訪問。

3月30日溝田俊和氏と狩野が八女市長を訪問。プロジェクト研究について説明。

（文責；狩野啓子）
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(2)文化財保存修復学会第30回記念大会ポスター発表資料
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はじめに

文化的な価値のある紙資料に大きな被害をもたらすもの
に昆虫類がある。文化財保存に嬬蒸殺虫処理が難しくなっ
た現在、それに代わる方法が求められている。そこで、毒
性のある化学薬剤を使用する螺蒸等の方法ではなく、害虫
が忌避する成分を保有する植物を利用して、保存用品を製
作することを試みてきた。
最初の発想は、紙を護る紙の開発である。古人は．ある
種の植物を用いて害虫から身を護っていた。試作したクラ
ラ紙や藍染布の顕著な防虫効果を確かめることによって、
単なる復古趣味ではない将来への展望を確信するに至った。

I 伝承(情報)の収集
文献とインターネットの傭報等を収集して検討した。ま
た、棟方志功に板画紙を提供してこられた八女市在住の高
山栄一氏をはじめとして、複数の専門家へのインタビュー
により、貴重な情報を得ることができた。

Ⅱ防虫保存用品の試作

1．保存用和紙
八女伝統工芸館の中原稔弘氏に依頼し、基本紙料のコウ
ゾにヘンプ、キハダ、ゲットウ、クララ、ウコン、ローズ

マリー等を漉き込んだ和紙を製作した。最後に、最も防虫
効果の期待できる植物として苦参(クララ)に着目し、クラ
ラ和紙の製作も依頼した。

Ⅲ試作和紙の防虫効果実験
普遍的な紙料としてのコウゾは実験的には防虫機能の低
い和紙である。試作した和紙や古書に対して、シバンムシ
類を実験に用いて防虫効果を比較した。

1．シバンムシの収集
古書収築の専門家のご理解を得て、 2006年6月に数千頭
の虫の捕獲に成功し、実験の第一歩を踏み出した。その後
は、養殖にも成功した。

難｜竃
、、 ）

き
＝離面画露

フルホンザゥテル ザゥテル ライトﾄﾗｯブで捕漢された
シパンムシシパンムシ シバンムシ ザウテルシパンムシの成虫

2．生態観察と忌避実験
発表者の1人で、昆虫学の専門である上宮健吉が、シバ
ンムシの生態観察と各種和紙に対する忌避・放飼実験を行
なった結果（5月18日（日） 14:00～14:15発表セッショ
ンⅥ保存用記録紙として防虫効果の高いクララ和紙につ
いて」参照） 、害虫の忌避効果は和紙に漉き込む植物に
よって大きな差があり防虫効果の高い和紙は文化資料の
積極的な保存に供することができるという結蓋に運した。
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、
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クララ

りⅡ

‐‘令師宮

コウゾ徹雄とｸﾗﾗ繊錐による ジンサンシバムシに対する
ジンサンシパムシの生存比率 各■塑些の弓亜効昼

Ⅳさらなる展開

1．藍菌の検証にむけて
藍は古来より、防虫、防菌、毒蛇から身を守るといった
様々な効能が伝えられている。藍の染繊家は、 「藍は生き
ている」ことを経験的に知っているが、根本の働きは藍菌
によるものであるという。その藍菌を、科学的に検証する
ための第一歩として、 「藍の発酵菌の培養とその形状」を
発表した（桑野・松枝・狩野2008久囲米大学比較文化
研究所文化財保存科学研究部会・九州ミュージアムIPM研
究会第2回合同研究会)。

’▽

苦参(クララ〉
クララ根茎の組繊構成

’
ヘンブ キハダ ゲットウ ウコン ローズマリー

古代の和紙の復元を目指すものではなく、あくまで防虫
効果を有する和紙の製作を目的として、複数の製法により
製作した。

2．保存布
久留米市在住の藍染織の専門家である松枝哲哉氏に依頼
し、藍染めとウコン染めの保存布を製作した。

3．保存箱
八女市在住の松延新治氏に依頼し、桐と楠製の保存箱を
製作した。

『．′ ･

蕊ボリ心P ｡認
銅
山

発酵亜より苗液 藍菌培養の結果 グラム染色により
サンプルを採取 グラム陰性桿菌が

極察された
2．染色材料としてのクララ
古くは「延喜式」に、染色材料としてのクララの記述が
見られる。2007年7月に上宮健吉が提供したクララの枝と
葉を用いて、松枝哲哉氏は木綿糸を黄色に染めることがで
きた。また、クララ染めの後に藍染めを施した絹布は、鮮
やかな緑色に染まった。

クララで染めた黄色の糸を幾筋か藍の中に織り込んだ作
品「星合い」は、クララ和紙を横糸にして藍糸に織り込ん
だ紙布の作品「涼風」とともに、 「松枝哲哉耕展筑後
の風を織る」 （2008年4月11日-19日和光並木館）に展示

鋤重
保存布と保存縮 クララ染木綿糸紙布の材料にするためにの風を織る」 (2008年4月11日-19日和光並木館）に展示

戴断した和紙 された。

断辞実験の遂行にあたり､九州大学名誉数授中野三敏先生､久葱米大学医学部長赤須崇先生､八女伝統工芸麺中原麓弘氏､国指定亘要無形文化財久雷米繍
技術保持者松枝哲哉氏､松延エ芸松延新治氏_久留米大学医学部桑野剛一先生､久薊米大学医学部生物学軟塞小田えり子氏には終始多大のご描導とご憾力とを
胴きました｡ここに記して深く感謝の竃を表します｡
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7）民事法研究部会

民事法研究部会は、平成17年4月20日開設を認められて以来、比較文化研究科に旅任として担当す

る者のみならず、法学部、法科大学院に鰯を置く者をも含めて11名の教員によって桃成され，平成17

年4回、同18年3回の研究会を開催して、なかには優れた研究として評価を得たものもありまして、

活気がありました。

ところが、平成19年においては、法科大学院における第三者評価の対応の関係上、本研究部会の開

催はありませんでしたが、次年度以降は、研究会の開催を復活する予定であります。

（文責東孝行）

8）地域社会経済研究部会

平成20年度の地域社会経済研究部会の活動報告としては、久留米大学学外公開識座（え－るビア久

留米）での識座主催、そして、海外（台湾）の大学での講演、国内での講淡会について報告すること

ができる。

1 公開講座

え一るビア久留米において、 6月15日から7月6日までの征週日11眼口に世界と日本の経済・政治の

傭勢について4人の識師によって下記のスケジュールによって識演した。

演題 講演者氏名 所属 開講日 会場

アフガンと世界 宮原信孝 文学部教授 6月15日（日）

古賀幸久 法学部教授 6月22日（日）パキスタンと世界

え－るビア久留米

法学部教授ヨーロッパと世界 児玉昌己 6月29日（日）

日本と世界 大矢野栄次 経済学部教授 7月6日（日）

また、経済学部産業経済研究所との共催というかたちで、久留米大学公開講座を御井キャンパス

500号館1階51A教室において、下記の要領で開催した。

5月15日（木） 葉山アツコ 「フィリピンと日本」

5月22日（木） 松石達彦 「東南アジアと日本」

5月29日（木） 畠中昌教 「ヨーロッパと日本」

6月5日（木） 大矢野栄次 「アメリカと日本」

この内容については、今後、各自論文として発表する予定である。

2．海外講演会

海外の講演については、台湾の呉鳳大学において、呉鳳大学学長や理事長参加のもと200人の参加

音のもとで、児雫昌R教授が「アジアにおいてEUを学ぶことの意義」と題して講演した。また、南
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台科技大学の研究会において、南台科技大学副学長参加のもとで、台湾の大学関係者100人の出席の

下で、大矢野栄次（経済学部）教授が「教育と産業界をいかに架橋するか」において基調報告をした。

具体的内容は、下記の通りである。

①識演発表呉鳳大学平成20年11月29日（土l1臘日）

児玉昌巳 「アジアにおいてEUを学ぶことの意義」

②榊浪発表南台科技大学(台湾）平成20年（2008年） 11月l 1]

大矢野栄次 「教育と産業界をいかに架橋するか」 論文集として出版

また、経済学部産業経済研究所の予算を利用して、平成20年11月29日(j:II臘日）に台湾の呉鳳大

学において、下記の内容の識演発表を行った。

大矢野栄次 「日本の観光の歴史について」

3国内講演会

匝l内の識演会としては平成21年2月1日から2月15日までの毎週[1曜日に九州王朝の歴史や日本

経済の現状、アメリカ発の金融危機について講演した。具体的内容は、下記の通りである。

①平成21年2月1 l]

「壬申の乱九州説一奈良に行ったこともない、天智天皇と天武天皇」

②平成21年2月8u

「小泉改革は正しかったのか？一今後消費税は？」

③平成21年2月15日

「アメリカ金融危機と世界経済」

以上の活動を基にして目下論文作成中である。

これ以外の講演会としては、産業経済研究所の予算を利用して、以下のような講演会を行った。

①平成21年1月31日大川市中央公民館大矢野栄次

「風浪宮の歴史と大川市」

②平成21年2月14日みやま市大矢野栄次

「大川新幹線の可能性と筑後の将来について」

③平成21年2月14日、 21日、 28日（筑後市）

「金融危機と世界経済その後の筑後の経済開発」

（文責大矢野栄次）

-16-



比較文化研究所年報平成21年12月 城2－号

2筑後川流域圏の総合研究（三潴研究）

1）はじめに

2006年度より開始された「筑後川流域圏の総合研究」は、比較文化研究所の地域貢献事業として各

部会事業とは別に位置づけられているものである。対象地域は「大川」 「三潴」 「久留米」 「浮羽」 「日

田」の5周辺地域。筑後川を川下から川上へと2年ベースで対象地域を移勤する計画となっている。

2008年度は、 「筑後川流域圏の総合研究1大川研究」を発行、大川市学所で報告会を行い、最初の対

象地域であった大川市に1つの区切りをつけることができた。そして、旧三潴郡（大木町、三潴町、

城勘町）を対象地域とし、新たな地域での総合研究を進めていくこととなった。今後は、 2年間を研

究期間とし、旧三潴郡の地域研究（以~ド、三洲研究と示す）を行っていくことになるが、 まずは1年

目にあたる本年度は「参加所員の募集」今「対象地域の特徴を知る」ことからスタートした。

2）三潴研究

11)現地視察の実施

大木町＝潴町、城島町の地域特徴（特性）を知るために、平成20年6月6日（金）、現地視察を

実施した。大木町では、企画調盤課の岡崎なつき氏、三潴町では、久留米市三潴総合支所地域振興課

の合戸泰博氏城島町では、久淵米市城島総合支所地域振興灘の下沸浦丈弥氏の協力を得ることがで

きた。視察参加者は10名。視察先の詳細は下記に示すとおりである。

表1現地視察の視察先

大木町

1大木町就業改善センター

2大木町総合体育館

3水辺公園

4大木テクノパック･アスパラガス集荷場

5おおき循環センター｢くるるん」

潴町 城島町

1城島町総合文化センター

2㈱花の露

3久留米市天文台

4城島リバーサイドゴルフ場

5下田の渡し

6六五郎橋下河川敷

7今村慎一鬼瓦向上

8R385号線

9掘割

10久留米市城島総合支所

三

1三潴公民館･体育館

2200年記念の森･福祉の森ゆうゆう

3ため池群

4十連寺公園･西牟田古埴

5三潴の黒松

6R442バイパス 6ポッボ汽車･弓頭神社

7大木町石丸山公園

8蕊鳥禰鯛蘇ｱｽ」
9大木町健康福祉センター

7御廟塚古墳

8八之江･三井寺揚水所

9かんがい排水路･親水公園

10大木町役場 10久留米市三潴総合支所

(2)プロジェクトメンバー

本プロジェクトメンバーは、現地視察を終え、対象地域に興味関心を持った教員により椛成するこ

ととしている。その結果、 9名の教員が同プロジェクトメンバーとして構成された。各教員の所属と
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専門領域の詳細は下記に示すとおりである。

氏名 所属

畠中昌教経済学部

吉田洋一文学部

行責鉄平比較文化研究所

谷口 豊商学部

駄田井正経済学部

浅見良露経済学部

狩野啓子文学部

大矢野栄次経済学部

堂前亮平文学部

叩
一
一
１
ｌ
２
ｌ
３
４
ｌ
５
－
６
ｌ
７
ｌ
８
９

窪
一
一
緬
一
”
｜
緬
一
》
一
擁
一
癖
一
癖
一
搾
一
準

専 門

観光学概陰・エコツーリズム諸

日本近代史・日本史学概騰

スポーツ経営学・コミュニティスポーツ諸

経営史・比較経営輪

経済学史・ポストエ業社会蛤

経済地理・観光地理学・地理情報システム論

日本文学・日本近代文学比較文学

国隙間易陰・近代経済学脱史・経済政策

地肱学・人文地理学

テーマ

酒造業と観光

三潴地方の近世・近代

三潴町の地域スポーツ摂興とまちづくりの間適性

三潴・城島地区における酒造業の現段階

旧三潴郡地域における自然との共生度

筑後川下流域における水系網及び土地利用の変化

大木町における藍染織の歴史－松枝家を中心に一

筑後川と有明海の歴史に見る蝿化人の痕跡

旧三潴郡における在郷町の地域変容

'3)三潴研究会の開催

本年度は、 「対象地域の特徴を知ろう」ということで、主に旧3町の行政担当者を演者としてお招き

し、各地域の歴史や文化、施設最近の取り組み等についてご識演いただいた。参加者は各回によっ

て異なるが比較文化研究所に所属している教員をはじめ、筑後川流域圏の地域研究に興味・関心を持

つ学生（大学院生）の参加もあり、 lO～20名の方々に参加していただいた。

第1回日時 9月17u (水) 16時30分～18時

場所 比較文化研究所会議室(100号館3棟2F)

テーマ 「大木町の特徴について」

演者 大木町町長石川潤一

第2回日時 11月26日（水) 18時30分～20時

場所 比較文化研究所会議室（100号館3棟2F)

テーマ 「三潴地域の特徴について」

演者 三潴総合支所地域振興課主査合戸泰博

第3回日時 12月3日（水) 18時30分～201時

場所 比較文化研究所会議室(100号館3棟2F)

テーマ 「城島地域の特徴について」

演 者城島総合支所地域振興課主任主事下津浦丈弥

第4回日時 12月17日（水) 18時30分～20時

場所 比較文化研究所会議室（100号館3棟2F)

テーマ 「旧三潴郡の地域研究の成果と課題」

演者 久留米大学経済学部教授伊佐淳

(4)今後の展開

来年度は、参加教員がそれぞれのテーマで調査を開始し、研究会来年度は、参加教員がそれぞれのテーマで調査を開始し、研究会（各教員による中間報告会）の開

催と、報告書となる「筑後川流域圏における総合研究2三潴研究」の発行を目指す。

（文責行賀鉄平）
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3．社会連携研究「健康・生きがいのあるまちづくり」

第2回健康生きがいのあるまちづくり“ゆにばひろば”

『子ども。子育てフェア』

一筑後川流域圏における産学官民協働と地域コミュニティ開発に関する研究一

筑後川水系と広い平野に恵まれた筑後川流域圏は、かつては豊かな穀倉地帯として流域住民の暮ら

しの基盤となっており、そこには三世代同居家族と密度の淡い近隣ネットに支えられた農村地帯が広

がっていた。ところが、戦後の産業化・都市化に伴う都市型核家族の増加や臘村家族の兼業化・離農・

脱農などによって、流域住民の子育てや高齢者介搬等が困難化し、近所づきあいの希薄化なども促進

されている。

筑後川流域圏のこのような現状をふまえ、家族や地域の絆を見直し、親から子、子から孫への地域

文化の語り継ぎと地域社会の世代間交流の促進等が重要課題となっている。このような認識に基づき、

「第2向健康生きがいのあるまちづくり“ゆにばひろば（大学広場)"」の熊点を「子ども・子育て支

援」に求め、 「子ども．子育て」をキーワードとする家族と地域の絆づくりを、産（産業） ・学（大学） ・

宮（行政） ・民（住民）協側のシステムづくりを通じて行うことを本年度の課題とした。

「子ども．子育てフェア」の開催日は平成20年9月20日（士)、時間は午前10：00から午後4；00

まで、開催場所は久留米大学御井学舎、学生会館1階～3階であった。また、午後4時以降は、大学

と地域との連携という視点から、久留米市御井校区まちづくり振興会や同合川校区コミュニティセン

ターなど、地元住民が主催している『久留米大学駅前フェスタ』に合流し、大学と地域住民との親睦・

交流も行った。

本年鹿の事業内容は、午前中のテーマ部会が「地産地消で他康生活｣、午前・午後のテーマ部会が「親

子係みんな笑ってまちづくりっ隊」となっており、 「地産地消…」ではJAくるめによる野菜即売会や

伝統食品のバザーなどが行われた。また、 「･･･まちづくりっ隊」では午前中は「赤ちゃんハイハイ（赤

ちゃんレース)｣、午後は掛橋孝行氏・岩見りえ氏によるオカリナ・エレクトーンの演奏上旗保育I射’

児のお遊戯「かさじぞう｣、久留米落語長屋（四カ所十郎氏）による「寄席｣、合川校区手品遜好会に

よる「手品」など、 0歳から80歳代までどの世代もが主役となれる多世代交流のひろばづくりが行わ

れた。

特に、イベントのハイライトは「赤ちゃんハイハイ」と「かさじぞう」のお遊戯で、会場は親・きょ

うだい、祖父母・応援団・見物人の区別なく、声援・爆笑入り乱れての熱気あふれるイベントとなっ

た。このイベントを通じて、赤ちゃん・子どもは家族の絆であるばかりでなく、地域の絆でもあるこ

とを実感することができ、 まちづくりの焦点に「子ども・子育て」をおいたことの正当性を確認でき

た。

また、今回のイベントは、久留米大学御井学舎に地域の赤ちゃん・子どもたちを初めて迎え入れた

記念すべきイベントでもあり、 これを迎えた学生たちの赤ちゃん像にも、 「かわいい」 「無邪気」 「癒さ

れる」 「将来わたしも赤ちゃんがほしい」など、赤ちゃんへの肯定的なイメージが膨らんだイベントで

もあった。少子化時代における未来の父親・母親たちの子生み・子育ての一助になればと考えるのは、
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欲張りであろうか。

．｡ゆにぱひろば”では、以上のような特別企画の外、行政とNPOによる健朧相談．栄養相談．子

育て相談．離乳食相談などが行われた。また、会場の行フロアでは、プールボールや紙ひこうき、風

船アート、紙しぱい、子供の絵本の読み聞かせ、巨大迷路子どもの昔遊び（折り紙、あやとり、折

り紙、お手玉、 コマ、剣玉、 シャボン玉）など、学生・市民・ボランテイアなどによる「あそびひろ

ぱ」が側設され、大人といわず、子どもといわず、参加者たちは童心に帰って昔遊びを満喫し、心に

豊かさを取り戻した--日であった。

画 －

戸

●

司

睦

家庭に子どもや係のいない世帯が墹加するなかで、家庭内での昔遊びや子どもの遊び遊具にふれる

機会をなくした人々は多い。このような人々（学生・市民・高齢者等）が“ゆにばひろば”で昔遊び

に興じたり子どもの遊び道具にふれ、童心に帰った気分になれることは、心の健康づくりにとって

有効といえるであろう。また、普段、テレビやパソコン・インターネット・携幣・メールなど、言葉

を発しなくてもよい世界で‐人で過ごすことの多い子どもたちにとっても、人と人との直接的なふれ

あいや言葉を交わす機会の多い“ゆにばひろば”は、コミュニケーション能力や人間関係形成能力な

どを高める場として有効といえるであろう。

‘‘ゆにぱひろば”の参加者の意識やその1祁価については、久留米大学比較文化研究所比'陵文化{ﾘﾄ究

第42．43輯保坂恵美子外「第2同健康生きがいのあるまちづくり （ゆにばひろば）一子ども・子育

てフェアにおける参加者の意識について｣、及び、久翻米大学文学部研究紀要第9号、大西良外『橘祉

系学生における子ども・子育てに対するイメージ～健康生きがいのあるまちづくりフェスタ（子ども・

子育てフェア）に参加した学生のアンケート分析を通じて～』に報告しており、関心のある方はそち

らも参照して頂きたい。

また、本年度の産学官民協働のシステムづくりについては、主催は久留米大学比較文化研究所、共

催は久留米大学文学部社会福祉学科と筑後川流域圏地域づくり何でも相談会であり．後援には、久留

米市、大川市、久留米市社会福祉協議会、久留米市生きがい健康づくり財団、 JAくるめ、久留米市

合川校区コミュニテイセンター、久留米市価|I井校区まちづくり振興会久留米蕗語長屋、久留米市消

費者連絡協議会、NPO法人子育て支援ボランティアくるるんるん、NPO法人栄養ケアちつご、ブッ

ククラブ大川、久留米大学文学部・経済学部・商学部・法学部、久留米大学BBS，久留米大学KO

S、久留米大学愛恵会、西日本新聞社、 く－みんテレビなどの機関や団体等にお世話になった。

お世話になった方々には、 この場をお借りして心よりお礼申し上げる次第である。

（文責保坂恵美子）
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4．比較文化研究所研究員発表会

1）はじめに

久留米大学比較文化研究所では、研究員制度を設けており、現在35人の研究員が所属しています。

研究員緒氏は当然ながら各自の研究テーマに沿って研究を進め、その成果は各自の所属する学会等で

発表しているわけですが、 2006年度から比較文化研究所にも発表の場を設けました。これは、比較文

化研究所の研究員として、 どのような研究がなされているかを研究所として把握することと、研究員

の方々が研究発表を通じて研究の発展をはかることを目的としたものです。

本年度は第3回目の研究発表会となります。昨年度に引き続き研究発表会のプログラムや研究発表

の要旨を入れた冊子を作成しました。研究発表要旨は、一人1ページとし、より研究の中身が分かる

ように充実させました。発表者は20名。 2会場で実施となりましたが、各会場での質疑応答も活発に

行われ、内容のある発表会となりました。

一

－

一

~

2）発表会の日時、会場タイムスケジュール及び発表形態

①日時平成21年2月18日（水) 10:00～16: 00

②会場久留米大学(100号館3棟2F:比較文化研究所会議室、ゼミ室）

③タイムスケジュール

（1） 9 ； 30～9 ： 50 受付

（2） 9 ： 50～10：00 開会挨拶（比較文化研究所会瀧室）

(3)10 : 00～12 : 00 研究発表4演題

(4)12 : 00～13 : 00 昼食

(5)13 : 00～16 ; 00 研究発表6演題

(6)16 : 00～16 : 10 閉会挨拶（比較文化研究所会議室）

④発表形態

1人20分（口頭発表15分質疑5分）

2～3演題毎に座長を交代する（1座長： 1時間程度で時間調整）

演者の他に、座長、時間係ベル係を置く （座長時間係．ベル係は研究員で行う）
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3）発表演題一覧

平成20年度比較文化研究所研究員研究発表会

演題一覧

第1会場1 100号館3棟2F比較文化研究所会議幸

役割 発表者NO 演題 時間 専門 指導教員

中国における自動車企業の経営資源の構図と戦略に関する研究
一企業W脾I優位としての「資源ベース」の視点から一

グ
ル
ー
プ
①

座長② 諏軍1 経済 徳増典洪10:00～10:30

持続可能な社会のための企業環境経営の構築
一中国の頂境経営の実現にむけて一

時間･ベル② 龍臘2 10:30～11:00 経済 徳増典洪

グ
ル
ー
プ
②

座長③ 阿古拉 中国の水間題3 経済 大矢野英次11:00～11?30

時間ベル0 吉松亜希子 大川市に関する基礎的研究4 経済 大矢野英次11:30～12:00

昼休み

グ
ル
ー
プ
③

座長④ 浦川康弘 ｢地産地消」と持続可能な地域づくり5 経済13100～13:30 駄田井正

何か違うか？瘻望書」 ・ "FAT'' ・ 〈対話〉
～文化経済学の視点から見えたもの～

時間･ペﾙ6 阿思根6 経済 駄田井正13:30～14:叩

グ
ル
ー
プ
④

座長⑤ 長濱文与 協同作業の認識が学習意欲におよぼす影響

束アジアの循環型朴今の摘築についての考察と課題

7 安永 悟141㈹～14:30 心理

時間･ベル⑤ 陳宥蓉8 経済 藤田八暉14430～15:00

乳児の睡眠習慣形成を目的とした親訓練が、養育行動、
および母子の睡眠と母親の健康に及ぼす影響

グ
ル
ー
プ
⑤

羽山順子9 15:00～1530 心理 津田 彫

職域におけるWEB環境を利用したメンタルヘルスチェックの
効果

伊藤桜子10 心理 津田 彰1530～16:00

第2会場： 100号館3棟2Fゼミ室

グ
ル
ー
プ
①

中国における特色ある都市づくりの推進に関する考察
一長春市コリアタウンを砺例として一

座長② 方大年11 文学10:00～10:30 堂前亮平

時間･ベル② 佐田亜紀 天神縁起に描かれた六逓12 文学 江頭 肇10:30|～11:m

グ
ル
ー
プ
②

座長③ 幣旗佐江子 『雨月物語8「吉愉灘の釜」磯良像を求めて13 文学 江頭 肇11:00～11530

日本近世の漢詩文研究
一中国文化から日本文化へ．勝景詩歌を中心として一

時間･ベル③ 岸川郁子14 文学11:30～12:“ 江頭 肇

昼休み

グ
ル
ー
プ

座長④ 三浦幸一郎 梅園哲学の比較文化輪

太宰治文学における｢愛｣の構造

15 文学13:00～13:30 江頭 肇

時間･ベル0 顧紅英16 文学 江頭 蟻13:30～14600
③

グ
ル
ー
プ
④

座長⑤ 橋口公子 浮舟の物晤について

中国語話者の日本箔の漢字理解におけるコンテクストの効果

17 文学14100～14:30 江頭 篭

萄間･ベル6 平川彩子18 文学 長澤澄子14:30～15:“

ク
ル
ー
プ
⑤

藤村一郎 吉野作造の朝鮮鵠19 政治15:00～15530 張 国興

信用保証協会の経営判断と背任罪について
一平成16年9月10日北国銀行背任碩件最高裁判決の意義一

胡蔽20 法学 宗岡嗣郎15:30～16:m

日本大学生の消費行動と消費意職
一九州の四つの大学における調査から一

王彦風21 経済 駄田井正

筑後川まるごとバーパーク
ー持続可能性と地域の取組一

生と死の関連性について
一捨身施への共感における死生観と死に閲する経験の影響一

夏広軍22 経済 駄田井正

今村義臣23 木藤恒夫心理

羊又夫 煎茶についての変還

日本語教育史における入門期教科書の基礎語彙研究

24 文学 崎村弘文

占部匡英25 文学 崎村弘文

福岡県都市地域における幼児の知覚環境形成
一ショッピングの機能を持つ要棄を事例に一

謝君慈26 文学 堂前亮平

真崎甚三郎と二・二六事件の関係
～軍内対立の再検肘～

徳永武将27 文学 江頭 肇

(文責行實鉄平）
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5． 日誌（2008年度）

2008年（平成20年）

4月23日（水） 比較文化研究所運営会議

4月30日（水） 比較文化研究所会議

6月18日（水） 比較文化研究所運営会議

7月2口（水） 比較文化研究所会議

8月29口（金） 「筑後川流域の総合研究(大川研究)」

9月20日（土） 「第2回健康生きがいのあるまちて

10月1日（水） 比較文化研究所運営会識

11月19n(水） 比較文化研究所運営会議

12月3R (水） 比較文化研究所会議

12月17日（水） 比較文化研究所運営会議

域の総合研究(大川研究)」

10月1日

11月19U

12月3R

12月17日

発表会(大川市）

健康生きがいのあるまちづくりフェスタ～子ども・子育てフェア～」

2009年（平成21年）

1月7日（水） 比較文化研究所運営会識

1月21日（水） 比較文化研究所会議

2月5日（木） 比較文化研究所協議会

2月5日（木） 比較文化研究所運営会識

2月18日（水） 比較文化研究所研究員研究発表会

3月10日（火） 比較文化研究所運営会議

※部会活勤を除く
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施設． 設備

比較文化研究所は、 1987年の設立当初は、旭町キャンパスの大学本館3階に設置されたが、大学院

比較文化研究科が開設された1989年に、旭町キャンパスから御井キャンパスに移動した。その後数回

の移動を経た後、 2006年に100号館の現在の位置に移動している。研究所の部屋は2部屋あり、 l部

屋は会議・研究会に使用、他のl部屋は資料室および作業室として使用している。なお、専任所員の

研究室は、 300号館にある。

研究所の費料室には、紀元前3世紀に不老不死の薬を求めて渡来したとされる「徐福」に関する膨

大な図書が保管されている。これは、元サガテレビ副社長内藤大典氏（故人）が収集された図諜であ

る。現在、 IXlilの整理を進めているところであり． この方面の研究の発展に寄与するものと期待され

る。

、壷

壽 －

久
留
米
大
学
職
絞
女

I

今
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ー
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